
転
職
し
て
、
再
就

職
先
で
社
会
保
険
の

資
格
取
得
届
を
提
出

し
た
も
の
の
、
健
康

保
険
証
を
受
け
取
っ

て
い
な
い
間
に
医
療

機
関
で
受
診
さ
れ
た

経
験
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
健
康
保
険
証
の

提
示
が
で
き
な
い
た

め
、
医
療
機
関
の
窓

口
で
医
療
費
全
額

（
10
割
）
を
窓
口
で

支
払
っ
た
と
い
う
経

験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

日
頃
、
何
気
な
く
提

示
し
て
い
る
健
康
保

険
証
で
す
が
、
提
示

し
な
け
れ
ば
自
己
負

担
が
多
く
な
る
の
で

す
。

先
ほ
ど
の
事
例
の
よ
う
に
医
療

費
全
額
を
負
担
し
た
場
合
に
、
保

険
者
に
申
請
し
、
医
療
費
か
ら
一

部
負
担
額
を
差
し
引
い
た
金
額
が

還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

正
確
に
は
、
還
付
さ
れ
る
の
で
は

な
く
、
「
療
養
費
」
と
し
て
現
金

給
付
さ
れ
る
の
で
す
。
治
療
費
等

は
、
原
則
と
し
て
現
物
給
付
（
第

2
回
目
で
解
説
し
ま
し
た
「
療
養

の
給
付
」
の

こ
と
）
で
す
。

「
療
養
費
」

は
例
外
的
な

措
置
と
し
て

取
り
扱
わ
れ

て
い
ま
す
。

で
は
、
ど
の
よ
う
な
と
き
に

「
療
養
費
」
と
し
て
支
給
さ
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
る
事
例

Ａ
．
保
険
診
療
を
受
け
る
の
が
困

難
な
と
き

（
例
）

イ
．
事
業
主
が
資
格
取
得
届
の
手

続
き
中
で
被
保
険
者
証
が
未
交
付

の
た
め
、
保
険
診
療
が
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
と
き

ロ
．
感
染
症
予
防
法
に
よ
り
、
隔

離
収
容
さ
れ
た
場
合
で
薬
価
を
徴

収
さ
れ
た
と
き

ハ
．
療
養
の
た
め
、
医
師
の
指
示

に
よ
り
義
手
・
義
足
・
義
眼
・
コ

ル
セ
ッ
ト
を
装
着
し
た
と
き

ニ
．
生
血
液
の
輸
血
を
受
け
た
と

きホ
．
柔
道
整
復
師
等
か
ら
施
術
を

受
け
た
と
き

Ｂ
．
や
む
を
得
な
い
事
情
の
た
め
、

保
険
診
療
が
受
け
ら
れ
な
い
医
療

機
関
で
診
察
や
手
当
を
受
け
た
と

き（
例
）

イ
．
旅
行
中
の
急
病
や
け
が
で
、

近
く
に
保
険
医
療
機
関
が
な
く
、

や
む
を
得
ず
保
険
医
療
機
関
で
は

な
い
病
院
で
自
費
診
察
を
し
た
と

き
こ
の
場
合
、
や
む
を
得
な
い
理

由
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
、
療
養

費
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

保
険
者
が
、
健
康
保
険
の
基
準

で
計
算
し
た
額
（
実
際
に
支
払
っ

た
額
を
超
え
る
場
合
は
、
実
際
に

支
払
っ
た
金
額
）
か
ら
、
そ
の
額

に
一
部
負
担
割
合
を
乗
じ
た
額
を

差
し
引
い
た
額
が
「
療
養
費
」
と

し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
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健
康
保
険
証
が

ま
だ
出
来
て
い

な
い
！

療
養
費
と
し
て
支
給
さ

れ
る
事
例

万
一
の
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

黙
っ
て
待
つ
だ
け
で
は
年
金

を
受
給
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

年
金
事
務
所
や
年
金
相
談

セ
ン
タ
ー
に

★

行
く
時
間
が
無
い
方

★

遠
く
て
行
け
な
い
方

ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い

※
受
付
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

回
答
は
、
受
付
日
の
翌
々
営
業
日
と
な
り
ま
す
。

メールでご相談の方

ＦＡＸでご相談の方

メールアドレス
k-fujita@k-fujita-sr.com

ＦＡＸ番号
075（571)8611

相
談
ご
希
望
の
方
は
、
連
絡

先
・
生
年
月
日
・
性
別
・
で
き

る
だ
け
具
体
的
な
相
談
内
容
を

記
載
の
上
、
左
記
の
方
法
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

お
客
様
の
個
人
情
報
は
、
弊

所
の
個
人
情
報
保
護
方
針
に
基

づ
き
厳
重
に
管
理
い
た
し
ま
す
。

「
ね
ん
き
ん
」
無
料

相
談
を
始
め
ま
し
た

療
養
費
と
し
て
支
給
さ

れ
る
額
は
…

ここに注意！

立て替え費用の全額が戻るとは限りません。

⇒ 保険者が健康保険の基準で計算した額と、実際

に支払われた額を比較して低いほうの金額から、

一部負担割合（本人負担の割合）を差し引いた

額を療養費とする。

※ 海外療養費は、支給決定日の海外為替換算率

（売レート）で計算

次
回
は
、
高
額
療
養
費
に
つ

い
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

後
日
還
付
さ
れ
る
？



平
成
22
年
4
月
1
日
か
ら
雇
用
保
険

の
適
用
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

従
来
の
適
用
基
準
で
は
、
「
6
ヵ
月

以
上
の
雇
用
見
込
み
」
か
つ
「
１
週

間
の
所
定
労
働
時
間
が
20
時
間
以
上
」

で
し
た
が
、
今
回
の
改
正
に
よ
り

「
31
日
以
上
の
雇
用
見
込
み
」
か
つ

「
１
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
20
時

間
以
上
」
と
な
り
ま
し
た
。
短
時
間

就
労
者
や
派
遣
労
働
者
の
適
用
基
準

を
緩
和
し
、
雇
用
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
機
能
の
強
化
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

今
回
の
改
正
で
は
、
確
か
に
「
一
般

被
保
険
者
」
が
増
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
雇
用
保
険
の
資
格

取
得
に
よ
り
、
失
業
給
付
受
給
可
能

な
ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
に
な
る
の
で

す
。
し
か
し
、
失
業
時
に
実
際
に
受

給
可
能
と
な
る
要
件
は
、
ど
の
よ
う

な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

自
己
都
合
に
よ
る
離
職
の
場
合
で
は
、

①
離
職
の
日
以
前
2
年
間
に
、
被
保

険
者
期
間
（
雇
用
保
険
の
被
保
険
者

で
あ
っ
た
期
間
の
う
ち
、
離
職
日
か

ら
１
ヵ
月
ご
と
に
区
切
っ
て
い
た
期

間
に
賃
金
支
払
い
の
基
礎
と
な
っ
た

日
数
が
11
日
以
上
あ
る
月
を
１
ヵ
月

と
計
算
）
が
通
算
し
て
12
ヵ
月
以
上

あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
解

雇
や
倒
産
に
よ
る
離
職
や
通
勤
時
間

が
片
道
2
時
間
以
上
の
勤
務
地
へ
転

勤
に
な
っ
た
場
合
の
離
職
な
ど
、
特

別
の
事
情
に
よ
る
離
職
の
場
合
で
も
、

離
職
の
日
以
前
1
年
間
に
、
被
保
険

者
期
間
が
通
算
し
て
6
ヵ
月
以
上
あ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

つ
ま
り
、
受
給
要
件
は
緩
和
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
雇
用
保
険
の
被
保

険
者
と
な
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
必

ず
し
も
す
べ
て
の
方
が
失
業
給
付
に

結
び
つ
く
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

事
業
主
か
ら
被
保
険
者
資
格
取
得

届
が
提
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め

に
、
雇
用
保
険
へ
の
未
加
入
期
間
が

発
生
し
て
い
る
方
へ
の
救
済
枠
を
拡

大
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
対
象

者
は
、
給
与
か
ら
雇
用
保
険
料
が
徴

収
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

未
加
入
状
態
と
な
っ
て
い
る
方
で
す
。

現
行
で
は
、
被
保
険
者
で
あ
っ
た

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
日
か
ら
2
年
前

ま
で
し
か
遡
及
さ
れ
ず
、
そ
れ
以
前

の
期
間
は
、
被
保
険
者
期
間
と
は
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
改
正
後
は
、
給
与

か
ら
雇
用
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
給
与
明
細
等
の
書
類
で

確
認
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
、
確
認
さ

れ
た
時
点
ま
で
期
間
制
限
な
く
遡
及

適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

遡
及
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
、
す
な

わ
ち
被
保
険
者
期
間
が
そ
の
期
間
分

加
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

の
結
果
、
失
業
給
付
の
受
給
期
間
に

影
響
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
被
保
険
者
資
格
取
得
届
が

提
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、

離
職
時
に
は
7
年
と
判
定
さ
れ
て
い

る
方
が
、
そ
の
後
、
給
与
明
細
等
の

書
類
で
確
認
さ
れ
た
期
間
が
3
年
遡

及
さ
れ
た
場
合
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
離
職
時
に
65
歳
未
満
で
、
自
己

都
合
に
よ
る
離
職
理
由
で
の
失
業
給

付
日
数
は
、
被
保
険
者
期
間
10
年
未

満
で
90
日
、
10
年
以
上
で
120
日
と
な
っ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
7
年
＋
3
年

で
10
年
と
な
り
、
失
業
給
付
日
数
に

違
い
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

遡
及
適
用
可
能
開
始
の
日
は
、

「
公
布
日
（
平
成
22
年
3
月
31
日
）

か
ら
9
ヵ
月
以
内
の
政
令
で
定
め
る

日
」
と
さ
れ
て
お
り
、
現
在
は
「
未

定
」
で
す
が
、
一
日
も
早
く
施
行
さ

れ
る
こ
と
で
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

と
し
て
の
効
果
が
さ
ら
に
拡
大
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

10
日

○
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届

の
提
出
（
前
月
以
降
に
採
用
し
た
労

働
者
が
い
る
場
合
）

［
公
共
職
業
安
定
所
］

○
労
働
保
険
一
括
有
期
事
業
開
始
届

の
提
出
（
前
月
以
降
に
一
括
有
期
事

業
を
開
始
し
て
い
る
場
合
）

［
労
働
基
準
監
督
署
］

31
日

○
健
保
・
厚
年
保
険
料
の
納
付

［
郵
便
局
ま
た
は
銀
行
］

○
日
雇
健
保
印
紙
保
険
料
受
払
報
告

書
の
提
出

［
社
会
保
険
事
務
所
］

○
労
働
保
険
印
紙
保
険
料
納
付
・
納

付
計
器
使
用
状
況
報
告
書
の
提
出

［
公
共
職
業
安
定
所
］
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一
年
が
過
ぎ
る
の
は
早
い
も

の
で
、
４
月
13
日
で
開
業
1
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

「
日
々
、
研
鑽
」
を
お
ろ
そ

か
に
せ
ず
、
開
業
以
前
よ
り
ご

指
導
い
た
だ
く
方
々
に
恥
じ
な

い
活
動
を
し
て
参
り
ま
す
。
今

後
と
も
変
わ
ら
ず
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

（
ぎ
ん
）

五
月
の
労
務
手
続

［
提
出
先
・
納
付

編
集
後
記

藤田社会保険労務士事務所

京都市伏見区小栗栖南後藤町6-31-408

TEL・FAX 075-571-8611

E-mail

k-fujita@k-fujita-sr.com

URL http://k-fujita-sr.com

◆
短
時
間
就
労
者
等
を
対
象

◆
意
外
な
盲
点
が
…

◆
遡
及
適
用
期
間
の
改
善
へ

◆
待
た
れ
る
施
行
日

３１日以上の雇用

が見込まれる

主たる雇用関係

における

週所定労働時間が

２０時間以上である

い
い
え

い
い
え

適用除外
日雇労働
被保険者

一
般
被
保
険
者

はい はい


